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歯部歯肉 に疼痛 を自覚 し,同 年9月15日に某歯
科医院を受診 した。X線 写真にて同部に境界明瞭


























た。同部の骨 を削除 し一塊 として摘出 した。嚢胞
壁は厚 く,周 囲との剥離は容易で,内 容液は黄色
漿液性であった(写 真4)。また,両 側側切歯歯
根は嚢胞腔内に含まれていた。術後は再発等の異











瘍,根 側性歯根嚢胞,残 留嚢胞,側 方性歯周嚢胞
のいずれかであるとされ るが1～4),本疾患 の独立
性を示唆する報告も多い5～8)。亀山ら7)は,上顎側
























組織所見 も類似 しており,感染所見が強 く,裏装
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写真2　初診時口腔内写真(a:咬合面観　b:正面観)
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写真4　摘出物写真(a:右側　b:左側)












顎嚢胞の1例 を経験 したので,若 干の文献的知見
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